
地域のスポーツ振興に向けた関係者会議（競技力見直し）

Ⅰ 経 緯

● 都はこれまで、TSPOと連携し、競技力向上の取組により、国スポでの活躍や国際総合競技大会での東京アスリート出場につなげてきた。

● JSPOでは、有識者会議から提言が出された国民スポーツ大会の改革に向け、具体的な内容を協議する予定となっている。

● 少子高齢化の進展や国スポの見直し、ガバナンス改革等、スポーツを取り巻く環境が大きく変わる中、都の競技力向上事業が、アスリート

の活躍や育成に資するとともに、スポーツ文化の醸成や地域に貢献する持続可能なものとなるよう検討し、都及びTSPOへ提案する。

Ⅱ 検討課題

１ 国際競技大会におけるさらなる飛躍

・様々な国際大会が開催される自治体として、国スポや東京2020大会等、これまでの成果を土台に国際競技力向上を実現

２ 競技スポーツの持続的な裾野拡大

・少子高齢化が進展する中でも、競技人口増加やスポーツ振興促進に向け、女性やマイナー競技等、支援対象の拡大・充実を検討

３ TSPO等スポーツ関係団体の基盤強化

・デジタル化やガバナンス確保の徹底により体制強化を図りつつ、競技の普及や地域還元、スポーツ文化の醸成等の取組を強化

Ⅲ 関係者会議の位置づけ

・知事の諮問機関であるスポーツ振興審議会とは別の会議体

・地域のスポーツ振興に向けた関係者会議は地域スポーツ振興と
競技力の見直しを検討する２つの会議を設置

・当会議では、スポーツ振興審議会へ見直し案を報告するとともに、
事業を実施する都及びTSPOへ提案を行う
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地域のスポーツ振興に向けた関係者会議（競技力見直し）

Ⅳ 今後の進め方

第１回（６月２３日）
議題 競技力向上事業の現状と課題

・競技力向上事業の現状
・都の競技力向上事業の課題と検討の方向性

⇒ 各委員から検討の方向性に
       ついてご意見をいただく

第２回（１０月後半予定）
議題 素案に関する意見交換

都の目標及び全体像、国際競技力、裾野拡大、
地域還元、組織基盤強化等

⇒ 検討の方向性に基づき、事務局が
 素案を作成し、ご意見をいただく

第３回（２月上旬予定）
議題 見直し案まとめ

⇒ 事務局において、最終的な見直し案を
まとめ、スポーツ振興審議会に報告

参考）スケジュール

R７年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 2月 3月

審
議
会

関
係
者

会
議

R8年度～

見直し案の
実施準備

第29期 第30期

★6/23（本日）
 第1回

 現状把握（課題等）

★2月上旬
第3回
見直し案まとめ

●スポーツ振興
 審議会に報告

●R８予算要求

世
陸

デ
フ

★10月後半
第2回
素案に関する意見交換

素案作成 見直し案作成

検討結果報告
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R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

競
技
力
事
業
見
直
し

デ
ジ
タ
ル
化
※1

国スポの見直し
等の動向を
フォロー

事業見直し案検討
  
 ・国の動向を整理 
 ・有識者へ意見聴取
 ・TSPOとの調整

事業見直し案検討

・関係者へ意見聴取
・スポ推本部との調整

ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

予算
要求

見直し案の実施準備

・TSPOとの調整
・議会等への情報提供

見直し案の実施準備

・実施方法等検討
・TSPO内部調整

加
盟
団
体
へ
周
知

予算
要求

予算
要求

移行期間

本
格
実
施

移行期間

組
織 理事

改選

評議員
改選

会長
任期

地域のスポーツ振興に向けた関係者会議 （スケジュール）

ス
ポ
推
本
部

Ｔ
Ｓ
Ｐ
Ｏ

デ
ジ
局

ス
ポ
推
本
部

コンサル調査実施
調査方法
検討

デジ局提案を
踏まえ実施

加
盟
団
体

Ｔ
Ｓ
Ｐ
Ｏ

デジタルツールの導入
事務サポート等検討

デジタルツール
一部導入

ヒアリング
回答

予算
要求

状況確認
提案フォロー＋質の改善

調査結果の具体化検討

調査結果
の検討

予算
要求

予算
要求

連携 連携

TSPO・加盟団体TSPOTSPO・加盟団体

ヒアリン
グ回答

TSPO

状況確認
提案フォロー＋改善

※1 TSPO・加盟団体全体の団体運営及び
事業運営事務のデジタル化等による事務効率化検討

※2 都民等を対象とした手続事務に係るものに限定

予算
要求

予算
要求

見直し検討（あり方、体制、規約改正 等）

手続(※2)
デジタル化
調査･提案
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都の事業概要（スポーツ推進本部 令和7年度予算概要等）

予算概要

事業体系

・都のスポーツ推進本部では、競技力向上や地域スポーツの推進を
担うスポーツ振興に加え、デフリンピックや世界陸上等、国際大会の
開催支援や、パラスポーツの振興や施設の管理等、幅広く事業を
所管

・当会議では下記体系のうち、競技力向上を中心に議論を予定

（単位 ： 千円）

令和７年度

予算額

令和６年度

予算額
増（△）減

5,354,467 4,345,161 1,009,306

28,711,037 11,353,726 17,357,311

411,577 390,868 20,709

スポーツ総合推進管理事務（二次） 237,581 222,691 14,890

企画調整 82,711 83,637 △ 926

企画調整（二次） 58,682 38,498 20,184

3,581,888 3,443,519 138,369

生涯スポーツの振興・地域スポーツの振興 1,461,472 1,351,168 110,304

区市町村におけるスポーツ振興施策への支援 748,000 748,000 0

スポーツムーブメントの創出 211,914 218,326 △ 6,412

競技スポーツの振興 1,007,151 765,074 242,077

スポーツを通じた被災地交流事業 41,340 22,100 19,240

大会のレガシーを継承する取組 112,011 338,851 △ 226,840

1,987,755 2,102,674 △ 114,919

開拓整備事業 729,935 703,789 26,146

人材育成事業 67,107 67,578 △ 471

理解促進事業 710,460 800,003 △ 89,543

競技力向上事業 330,451 340,481 △ 10,030

東京都障害者スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会 149,802 190,823 △ 41,021

22,729,817 5,416,665 17,313,152

世界陸上・デフリンピック開催支援 16,304,379 2,958,278 13,346,101

国際大会を契機としたスポーツ気運醸成等 2,751,658 485,979 2,265,679

ユニバーサルコミュニケーションの促進 1,261,201 174,754 1,086,447

国際大会誘致・開催支援 170,010 212,440 △ 42,430

GRAND CYCLE TOKYOの推進 1,806,498 1,146,730 659,768

マラソン祭りの開催 436,071 438,484 △ 2,413

12,733,496 16,199,434 △ 3,465,938

124,068 123,955 113

5,843,178 6,266,638 △ 423,460

スポーツ施設等の企画調整 833,015 669,939 163,076

スポーツ施設等の運営 5,010,163 5,596,699 △ 586,536

6,766,250 9,808,841 △ 3,042,591

46,799,000 31,898,321 14,900,679

事業名

管理費

スポーツ総合推進費

スポーツ総合推進管理事務

スポーツの振興

パラスポーツの振興

合 　　　計

国際スポーツ大会等の開催

スポーツ施設費

スポーツ施設管理事務

スポーツ施設等の運営

スポーツ施設等の整備
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国の競技力向上事業

第３期スポーツ基本計画（概要）より抜粋

➢ 国の計画では、東京大会のスポーツ・レガシー継承・発展に資する重点施策として持続可能な国際競技力の向上を掲げている
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国の競技力向上事業 主な具体的施策

➢ 国際競技力以外にもDXの推進や共生社会の実現、ガバナンス改革・経営力強化、インテグリティ、人材育成等の施策がある
➢ オリ・パラ等の国際競技大会で、過去最高水準の金メダル数、総メダル数、入賞者数、メダル獲得競技数等の実現と目標設定

第３期スポーツ基本計画（概要）より抜粋 6



都の動向（東京都スポーツ推進総合計画）

東京都スポーツ推進総合計画（本文）より抜粋 7

➢ スポーツ振興の観点から東京都として目指すべきビジョンと、その実現に向けた基本方針及び施策展開の方向性を示す
 新たなスポーツ推進総合計画を策定（令和7年3月）



都の動向（東京都スポーツ推進総合計画）

Project３ TOKYOの魅力向上プロジェクト

➢ 都も東京世界陸上やデフリンピック大会を通じ、ウェルネスの向上や社会変革を推進し新たなレガシーを創出するとしている
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国

日本代表選手

スポーツ・レクリエーションの普及振興

学校
部活動

地域                                
スポーツ                           
クラブ

2014年～ 2021年

2006年～2013年

2022年以降

裾野拡大

発掘・育成

東京都代表選手強化

国

日本代表選手

スポーツ・レクリエーションの普及振興

学校
部活
動

地域                                
スポーツ                           
クラブ

裾野拡大

【ジュニア育成地域推進事業】

東京都代表選手強化

【 国体候補選手強化事業 】

【 ジュニア特別強化事業 】

【 テクニカルサポート事業 】

日本代表候補選手等強化
【 東京アスリート認定制度 】

【   日本代表選考会出場選手強化事業 】

【 グローバル指導者育成事業 】

国

日本代表選手

スポーツ・レクリエーションの普及振興

学校
部活動

地域                                
スポーツ                           
クラブ

全
国
大
会

国
際
大
会
等

地

域

東
京
２
０
２
０
大
会
招
致
決
定

東
京
２
０
２
０
大
会  (

都
に
お
け
る
発
掘
・
育
成
・

強
化
の
し
く
み
の
確
立
）

全国大会
（国体）出場 東京都代表選手強化

【 国スポ候補選手強化事業 】
【  パフォーマンスサポート事業 】

【 指導者育成・スポーツ専門人材活用事業 】

発掘・育成

【   トップアスリート発掘・育成事業 】

国
際
大
会
レ
ベ
ル
に
つ
な
が
る
東
京
ア
ス
リ
ー
ト

目標：東京国体（2013年）
総合優勝

東京2020大会に出場する
アスリート100人

就
職
支
援

【
ア
ス
リ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
事
業
】

裾野拡大

【ジュニア育成地域推進事業】

東
京
ア
ス
リ
ー
ト
の
競
技
力
向
上
を
支
援

東
京
ア
ス
リ
ー
ト
が
培
っ
た
経
験
を
還
元

国スポ・東京2020大会で高めた競技力を維持
国際大会等で活躍した選手を地域還元

発掘・育成・強化

【 ジュニア選手育成・強化事業 】
【 トップアスリート発掘・育成事業 】

【 女性アスリートへの支援 】

令和６年７月
生活文化スポーツ局これまでの競技力向上事業の流れ

➢ 東京国体、東京2020大会に向けて取り組んできた競技力向上のレガシー（発掘・育成・強化の施策体系）を最大限活かし、

 東京2020大会等の成果（活躍状況、国際大会や国内大会での戦績状況等）を踏まえて、各事業を展開
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